
  

 

 

2022 年 1 月 4 日 

BS12 トゥエルビ 

（ワールド･ハイビジョン･チャンネル株式会社） 

 

2022 年 年頭の辞 

ワールド･ハイビジョン･チャンネル株式会社 代表取締役社長 須磨直樹による全役職員向け 

「2022 年 年頭の辞」を下記の通りお知らせ致します。 

記 

新年あけましておめでとうございます。 

 

昨年は、２年目となるコロナ共生環境下で、事業計画超過のペースで進捗。活動制約ある中、編成・プロ

モーション、営業、新規事業、コーポレートのそれぞれの現場で皆さん自身のやるべき事を確りと見据

え、さまざまな事に挑みながら創意工夫を発揮していただきました。一段と逞しさを増したことを実感し

ています。これもひとえに BS12 で働く皆さんはじめ、視聴者、クライアント、お取引様皆様のご協力に

改めて思いを馳せ感謝申し上げます。また、この 1 年じっくりと時間をかけて、我々は何ものであり、今

後どこに向かえば良いのか、企業の本質に迫る議論を行いました。10 年後の「あり姿」、MVV の見直し

を通して、放送事業者としての使命を再認識すると共に、健全な危機感を共有。放送事業では、編成、プ

ロモーション、営業などそれぞれに「らしさ」を追求しメディア価値を向上させること。そして放送外事

業では放送をテコにした事業、と同時に放送事業の課題解決に繋がる事業、お互いが共鳴する事業のネタ

を発掘していくことを基本に据え、それらを実現する為の組織変更を行いました。既に様々な新しい事業

の種も撒かれ始め、変革の土台作りが始まり、その足跡を残せた 1 年であったと思います。 

 

今年も、さまざまな事が起こるでしょう。世の中のメディア接触様式の変化が加速する等、事業環境の景

色は確実に変わっていきます。この変化はピンチでもありチャンスでもありますが、それをチャンスにで

きるかは我々次第です。世の中の景色が変わっているのに我々自身が旧来の放送という部屋に閉じこも

っていては皆様の期待には応えられません。飛び出して新しい景色を眺めていこうではありませんか。そ

して、コロナとの戦いも新しいステージに入る中、今年は「元気」を一つのテーマとして掲げたいと思い

ます。少しでも視聴者の皆さんに元気を届ける。クライアントの皆様に元気になって頂く。その為には、

徹底して、視聴者、クライアント、消費者の目線に立ち、弛まぬ努力を重ねる必要があります。挑戦する

勇気と創造する知恵とくじけない行動力で、我々ならではの「元気を届ける」新しい放送局の姿探しをす

る。そんな１年にしていきましょう。それを後押しする体制・仕組み作りは出来ています。 

 

そして、これ実現するには、まず我々が元気でいることです。皆さん一人ひとりが明るく前を向き元気

で、更に成長を実感できる一年になることを祈念して新年の挨拶とさせて頂きます。 

                                              

以 上 


